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１１００万年前の海洋への隕⽯落下と、その惨事に巻き込まれたネコ族の系統 
 
海洋調査で 1100 万年前に海へ隕⽯が落下した
ことが分かったそうだ。この頃、ネコ族の系統の
⼀部も絶滅し、その原因がこの隕⽯落下に結び
付けられる可能性が⼤きいとのことである。 
 
下に引⽤した記事からネコ族の歴史を抜粋する
と次のようである。 
 
１． ネコの祖先はミアキスという約 6000 万年

前の中型   
⾁⾷獣に遡る。 

２．1160 万年前にはネコなどの仲間の⼀部が絶
滅した。 

（隕⽯の落下は 1100 万年前と） 
３．ネコ科動物は約 1100 万年前にアジアに⽣息

していたプセウダイルルスの仲間を祖先と
し，８系統に次々と分岐していった。 

４．イエネコの祖先は約 13 万 1000 年前（更新
世末期〈アレレード期（英語版）〉）に中東の
砂漠などに⽣息していた亜種リビアヤマネ
コであることが判明した。 

 
⼈類とネコの付き合いは、13 万年にも及んでい
るのですね。ミキアスからイヌとネコが発⽣し
たとされるが（ネコ、Wikipedia、下に引⽤）、 
「イヌと⼈、9000 年前から共に旅 DNA 研究
で明らかに（BBC、News Japan 2018 年 10 ⽉ 17
⽇）」からは、⼈はイヌ（オオカミから派⽣）を
飼いならすよりはるか前からネコを⽣活の友と
していたようです。 
 



今回の成果は２つの科学的進歩より明らかになった。⼀つは海底調査技術の進展であり、も
う⼀つは DNA による進化（分化）の追跡技術の進歩である。地球の歴史を紐解いていくこ
れらの技術より、今後さらなる発⾒があるものと⼤いに期待しています。 
 
 
1160 万年前の謎の⼤量絶滅 
海 へ の 隕 ⽯ 衝 突 が 原 因 か  
朝⽇新聞デジタル 11 ⽉ 20
⽇ （補⾜記事） 
 地球では過去に何度も⽣
物の⼤量絶滅があり、特に⼤
きな５回は「ビッグファイ
ブ」と呼ばれる。１１６０万
年前の絶滅はこの５回には
含まれないが、過去３億年に
１１回あった絶滅の⼀つで、
原因が分かっていなかった。
チームは、今回⾒つかった隕
⽯衝突がこの絶滅を引き起
こした可能性があるとみて
いる。 
 
 
ネコがたどってきた 1000 万年の道 ⽇経サイエンス  2007 年 10 ⽉号 
S. J. オブライエン W. E. ジョンソン（⽶国⽴がん研究所）  
 ペットになっているイエネコ，ヤマネコ，トラ，ライオンなどネコ科動物は世界中に⽣息
し，現在 37 種が知られている。私たちになじみ深い動物だが，祖先は最初にどこに登場し，
どんな進化の道筋をたどってきたのか，実はよくわかっていなかった。ネコの化⽯は数が少
ないうえに，それらを⾒分けるのが難しいからだ。 
 それが最近，DNA 塩基配列の⽐較分析が進んだ結果，古⽣物学や地質学などから得られ
た知識を組み合わせることで，ネコ科動物の分類とそれらの系統が出現した時期が明確に
なった。⼈類進化の研究でも同様の⼿法が⽤いられているが，ネコの進化の研究でも⼤きな
威⼒を発揮することになった。 
 ネコ科動物は約 1100 万年前にアジアに⽣息していたプセウダイルルスの仲間を祖先と
し，８系統に次々と分岐していった。 
 



ネコ（Wikipedia） 
イエネコは、形態学的分析を主とする伝統的な⽣物学的知⾒によって、以前からヨーロッ

パヤマネコの亜種リビアヤマネコが原種とされてきた。20 世紀後半から発展した分⼦系統
学等による新たな知⾒も、従来説を裏付ける形となった。⽶英独等の国際チームによる 2007
年 6 ⽉ 29 ⽇の『サイエンス』誌（電⼦版）への発表では、世界のイエネコ計 979 匹をサン
プルとしたミトコンドリア DNA の解析結果により、イエネコの祖先は約 13 万 1000 年前
（更新世末期〈アレレード期（英語版）〉）に中東の砂漠などに⽣息していた亜種リビアヤマ
ネコであることが判明した。 

なお、さらに遡るとネコの祖先はミアキスという約 6000 万年前の中型⾁⾷獣に遡る。ミ
アキスの特性に近いままプロアイルルスを経て進化した種がネコであり、平原に出て集団
狩猟を⾏う種を経て現在の姿に進化した種がイヌである。 
 
 
イヌの起源（Wikipedia） 

イヌがなぜ、どのようにして家畜化されたのかについては、明確には分かっていない。イ
ヌの家畜化はヨーロッパで狩猟採集⺠によって⾏われたとする論⽂が 2013 年にサイエンス
誌で発表された。この論⽂によれば、イヌの直接の先祖はヨーロッパの古代オオカミである
ことが DNA 分析の結果明らかだという。 

オオカミとヒト属動物（⼈類）とは数⼗万年にわたり、共通の地理的分布域および⽣活環
境で⽣活しており、互いに頻繁に遭遇していたと考えられる。 


